
市 立 病 院 だ よ り
～患者さんに寄り添い、地域から信頼される病院になります～

　 エフエム宝塚（83.5MHz）「市立病院の得した気分！」
日 5月11日㈯17時20分～17時50分
　（再）5月12日㈰19時半～20時

がんサロン「セキレイ」（対面式とZoomの同時開催）
がん患者同士の不安や悩み、体験を話す交流の場です。
日 5月15日㈬15時～15時45分
場 がん診療支援センター（現地参加は予約
不要。開始10分前までに直接会場へ）

対 がん治療中の人とその家族
  （当院を受診していない人でも参加可能）
問 同センター（☎87･1161）

病院長 兼 外科主任部長 岡田  敏弘

Zoom申し込み

問 市立病院（☎ 87・1161 F 87・5624）

　令和6年4月1日付けで病院長に就任しました。
　振り返ると、令和2年1月、私が18年ぶりに当院に再赴任し
て間もなく新型コロナウイルス感染症が猛威をふるい始め
ました。医師、看護師や医療技術職員はもちろん、事務職員
も含め総動員で未曽有のパンデミックに向き合い、公立病院
として災害拠点病院の役目を存分に果たしたと感じていま
す。

その反面、感染爆発期には救急や一般医療体制の維持が
一時的に困難になり、市民の皆さまにご不便やご心配をおか
けした時期がありました。また、全国的に病院受診が敬遠さ
れたことから、当院のがん診療においても、早期がんは少な
く進行がんでの発見が増えたので、「かかりつけ医や市の健
診などの定期的な検査受診を欠かさないでください」と本
誌でお知らせしたことが記憶に新しいです。
　がん診療の検査受診は回復基調にあり、早期がんで治療
を開始する患者さんが増えています。また救急医療におい
ても、昨年度の救急搬送受け入れ件数が、過去最高の年間5
千件を大幅に上回りました。

　当院は県指定がん診療連携拠点病院として、放射線専門
医による国内最先端の放射線治療、がん薬物療法専門医に
よる抗がん剤治療、消化器内科の専門医による各種がん治
療、外科系の各専門医による低侵襲鏡視下手術に加え、緩和
ケア専門医による診療に至るまで、総合的ながん診療を行っ
ています。

　がん診療以外にも、消化器内視鏡センターでは24時間体
制で急な腹痛や消化管出血などに対応していることや、脳神
経外科では専門医が脳血管の病変に対して迅速に対応して
いることも当院の特徴です。また、救急医療センター、人工
関節センターなど、疾患ごとにセンターを運用し、それぞれ
チーム医療を実施しています。患者サポートセンターによる
「地域の医療機関からの紹介や症状安定後の逆紹介」「入退
院の支援」「医療福祉」「患者総合相談」を含め、総合的に医療
の質を高めています。

　このように医療機器やシステムの更新、センター化など充
実した体制の確保をしているものの、建物は築40年を経過
しており、老朽化が進んでいます。令和6年3月に策定した
「市立病院経営強化プラン」の中で新病院の整備を行うこと
としています。現在の建物について必要最低限の維持工事
を行いながら、新病院の開設に向けてプロジェクトを本格始
動していきます。プロジェクトの進捗は、今後も本誌や市立
病院ホームページでお知らせします（7面に関連記事）。
　医療の質向上と健全経営に向け、職員一丸となり地域医
療の推進に努力します。今後ともご支援、ご協力を賜ります
よう、よろしくお願いします。

病院長就任のごあいさつ
～職員一丸となり地域医療の推進に努めます～

市民公開講座「市立病院の消化器・一般外科について」
日 ５月25日㈯１４時～15時４０分
場 ソリオホール（申し込み不要。直接会場へ）
内「市立病院外科の昔～今」
　 講師は病院長兼外科主任部長 岡田 敏弘
　 「胆石・鼠径ヘルニアの外科的治療」
　 講師は外科部長 福永 渉
　 「胃癌の最近のお話」
　 講師は外科部長兼乳腺外科部長 西野 雅行
　 「大腸（直腸）と肛門の外科的治療」
　 講師は外科部長 濵田 哲宏
手あり 問 経営統括部（☎87･1161 F87･5624）
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昭和63年兵庫医科大学卒業。同大学第1外科(現・肝胆膵外科)で24年間、市立病院
で7年間、大学院での研究や民間病院での勤務などを経て、令和2年に市立病院の診
療部長兼外科主任部長として赴任。令和5年より副院長、外科主任部長および患者
サポートセンター長を務め、4月より現職。専門は内視鏡外科手術(消化器・一般外科)。
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